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meemo（ミーモ）ご存じですか？ 

  現在高野地区では今年の６月からmeemo（ミーモ）というサービスが

本格導入されています。 

・どんなサービス？ 

住民がドライバーとなり、高野地区の移動が困難な方の送迎を行う

サービスです。スマートフォンを利用して、西舞鶴エリアの駅、病院、買い

物などへ出かけることができます。（スマートフォンは貸与可能です！） 

・使えるエリア 

高野地区が発着地となる西舞鶴内での移動に使用いただくことができま

す。高野地区外から高野地区外の移動には使用いただけません。 

・使える時間 

平日の９時から１７時（送迎受付は16時半まで） 

 「meemo体験会・スマホ相談会」のお知らせ 

毎週火・水・木曜日朝10時から16時に城南会館入口付近にてmeemoやスマ

ホのご相談を受け付けています。「スマホ使ったことないけどmeemo使えるかな？」 

などのご質問や、meemoの練習もしていただけます♪ 

 

meemoが気になった方は、舞鶴市企画政策課（電話66－1042）まで♪ 



令和4年度敬老会を記念して、「meemoおたより」（特別号）の発行です。 

少し先のご自身の生活を想像してみては如何でしょうか？ 

今と変わらない生活習慣を持ちたいものですよね。このmeemoサービス
は、皆さんの願いや想いの一つをかなえられるサービスと思います。是非、
城南会館に遊びにいらしてみてはいかがでしょうか？ 

コンタクトセンター所長のつぶやき 

お問い合わせ 舞鶴市企画政策課（電話６６－１０４２） 

meemoが目指す姿は2つあります。 

①移動に困っている住民に、いつでも気軽に外出する機会の提供 

 現在高野地区にはバスが通っていません。さ

らに、タクシーの運転手も担い手不足や高齢

化により減少傾向にあります。それは高野地

区だけの問題ではなく、将来、地方ではバス路線

や電車路線などの公共交通の維持が難しくなるといわれています。

高野地区では、meemoを使用していただくことで将来にわたって持続可

能な交通手段を実現します。免許証を返納した後も、安心して暮らせる地

域づくりを目指します。 

②人との出会いや交流が活発になっている状態 

舞鶴市の目標である「ITを活用した心が通う便利

で心豊かな田舎暮らし」の中の「心が通う」の部分

の実現を目標としています。ただ移動するだけでは

なく、住民の方同士で送迎をして住民同士の関係

を深めたり、これまで移動が難しかった方に

meemoを利用してた く さんのお出かけをしていただきたい と 

思っています！ 

meemoが実現したいこと 


